
一般質問

平成２５年（２０１３年）４月２８日 こだいら 市　議　会　だ　よ　り ４

市政を問市政を問うう （政和）＝政和会
（公明）＝市議会公明党
（フォ）＝フォーラム小平
（共産）＝日本共産党小平市議団
（生ネ）＝生活者ネットワーク
（虹ひ）＝虹とひかり
（みな）＝みんなの党小平の会

一一般般質質問問一般質一般質問問 議員が議案以外に市の行政全般にわたり、
市長や教育長などに説明や報告を求め、
また所信をただすことです。適正な行政
運営を行う上で、その役割は重要です。
ここでは、２６人の議員からの質問のうち、
１人３件までその要旨を掲載しました。

一般質問とは

行
政
一
般

証明書自動交付機（市役所１階）

 
小
野
こ
う
い
ち
議
員（
政
和
）　

臼
農 

道
の
課
税
上
の
取
り
扱
い
は
。

　

渦
生
産
緑
地
指
定
地
区
内
の
農
業

関
連
家
屋
の
認
定
の
判
断
基
準
は
。

市
長　

臼
国
や
市
が
所
有
し
て
い
る

農
道
は
地
方
税
法
に
よ
り
非
課
税
だ

が
、
個
人
所
有
の
農
道
は
農
作
業
の

み
に
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
は
農
地

と
し
て
、
そ
れ
以
外
の
場
合
は
現
況

に
応
じ
て
評
価
し
、
課
税
し
て
い
る
。

　

渦
土
地
に
定
着
し
て
建
造
さ
れ
て

い
る
こ
と
、
屋
根
等
で
外
界
か
ら
遮

断
さ
れ
た
空
間
を
有
す
る
こ
と
、
目

的
と
す
る
作
業
等
の
用
に
供
し
う
る

状
態
で
あ
る
こ
と
が
整
え
ば
、
固
定

資
産
課
税
上
の
家
屋
と
認
定
で
き
る
。

 
滝
口
幸
一
議
員
（
フ
ォ
）　

臼
更
新 

に
際
し
市
民
に
事
前
に
周
知
し
た
か
。

　

渦
設
備
更
新
を
行
っ
た
後
、
市
民

に
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て
い
る
か
。

市
長　

臼
今
回
は
リ
ー
ス
期
間
満
了

に
よ
る
機
種
の
入
れ
か
え
で
、
基
本

的
な
操
作
等
に
大
幅
な
変
更
が
な
い

た
め
事
前
に
周
知
は
し
な
か
っ
た
。

　

渦
不
明
な
点
が
あ
る
場
合
は
丁
寧

に
説
明
し
、
戸
惑
っ
て
い
る
と
思
わ

生
産
緑
地
指
定
地
区
内
の
固
定
資
産
税

課
税
上
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

証
明
書
自
動
交
付
機
の
更
新
に

丁
寧
な
対
応
を
す
る
べ
き
で
あ
る

 
細
谷　

正
議
員
（
共
産
）　

臼
総
合 

評
価
方
式
の
評
価
項
目
で
は
、
賃
金

や
雇
用
を
ど
う
確
保
し
て
い
る
か
。

　

渦
公
契
約
条
例
を
制
定
し
て
賃
金

保
障
を
改
善
で
き
な
い
か
。

市
長　

臼
賃
金
の
確
保
策
と
し
て
、

工
事
請
負
契
約
で
は
国
が
定
め
る
労

務
単
価
を
、
業
務
委
託
契
約
で
は
支

払
い
実
績
等
を
考
慮
し
た
賃
金
を
そ

れ
ぞ
れ
基
準
と
し
、
そ
れ
以
上
の
場

合
に
加
点
。
雇
用
の
確
保
策
と
し
て
、

工
事
労
働
者
の　

％
以
上
が
市
民
で

50

あ
る
こ
と
、
ま
た
は
市
民
等
を
新
規

に
雇
用
す
る
場
合
に
加
点
し
て
い
る
。

　

渦
法
解
釈
や
条
例
制
定
の
効
果
性

な
ど
課
題
も
多
く
、
他
自
治
体
の
状

況
も
踏
ま
え
研
究
を
重
ね
て
い
く
。

 
吉
池
た
か
ゆ
き
議
員（
み
な
）　

臼
市

民
の
声
を
行
政
が
受
け
る
現
行
の
制

度
で
は
、
市
職
員
等
へ
の
感
謝
の
声

は
寄
せ
ら
れ
て
い
る
か
。

　

渦
感
謝
の
気
持
ち
を
行
政
が
受
け

る
制
度
を
実
現
で
き
な
い
か
。

市
長　

臼
市
長
へ
の
手
紙
等
で
接
遇

等
に
関
す
る
好
意
的
な
意
見
を
受
け

て
お
り
、
こ
れ
が
担
当
職
員
に
伝
え

ら
れ
職
務
の
励
み
に
な
っ
て
い
る
。

　

渦
市
職
員
は
適
切
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
よ
う
常
に
努
力
し
て

お
り
、
こ
れ
は
公
務
員
と
し
て
の
本

来
あ
る
べ
き
姿
で
も
あ
る
た
め
、
特

別
な
制
度
は
考
え
て
い
な
い
。

 
磯
山　

亮
議
員
（
政
和
）　

臼
タ
ブ 

レ
ッ
ト
端
末
を
利
用
す
る
こ
と
で
高

齢
者
に
提
供
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
は
。

公
契
約
条
例
は
地
域
産
業
の

雇
用
に
つ
な
が
ら
な
い
か

市
民
の
感
謝
の
気
持
ち
を
行
政
が

受
け
る
制
度
を
実
現
で
き
な
い
か

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
生
か
し
た

施

策

の

推

進

を
　

渦
教
育
に
お
い
て
は
ど
の
よ
う
な

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
か
。

市
長　

臼
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
や
行
政

情
報
の
提
供
、
買
い
物
支
援
、
健
康

管
理
、
電
子
書
籍
の
配
信
な
ど
が
考

え
ら
れ
る
。

教
育
長　

渦
各
種
機
能
が
１
台
に
備

わ
り
持
ち
運
び
が
容
易
な
の
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
場
所
で
画
像
や
資
料
が
見

ら
れ
る
こ
と
等
が
考
え
ら
れ
る
。

 
磯
山　

亮
議
員
（
政
和
）　

臼
投
票 

率
を
上
げ
る
た
め
の
取
り
組
み
は
。　

　

渦
平
成　

年
４
月
に
行
わ
れ
る
小

２５

平
市
長
選
挙
で
、
選
挙
公
報
を
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
で
き
な
い
か
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長　

臼
平

成　

年
度
は
新
た
な
取
り
組
み
と
し

２４
て
小
学
校
２
校
で
模
擬
投
票
授
業
を

実
施
し
た
。
ま
た
、
市
内
の
大
学
や

大
学
生
と
連
携
し
て
選
挙
Ｋ
発
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
嘉
悦
大
学

の
学
園
祭
で
討
論
会
を
実
施
し
、
若

者
に
よ
る
若
者
へ
の
投
票
の
働
き
か

け
等
の
啓
発
活
動
を
行
っ
た
。

市
長　

渦
掲
載
す
る
方
向
で
調
整
し
、

準
備
を
進
め
て
い
る
。

 
石
毛
航
太
郎
議
員
（
フ
ォ
）　

臼
今 

回
の
選
挙
の
準
備
で
工
夫
し
た
点
は
。

　

渦
期
日
前
投
票
を
踏
ま
え
、
投
票

日
当
日
に
向
け
て
改
善
し
た
こ
と
は
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長　

臼
入

場
整
理
券
を
送
付
す
る
際
に
各
選
挙

の
期
日
前
投
票
の
期
間
を
知
ら
せ
る

チ
ラ
シ
を
入
れ
た
ほ
か
、
今
回
か
ら

入
場
整
理
券
の
裏
面
に
期
日
前
投
票

宣
誓
書
兼
請
求
書
を
印
刷
し
期
日
前

投
票
時
の
利
便
性
の
向
上
を
図
っ
た
。

　

渦
案
内
人
数
を
増
員
し
、
投
票
し

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て

選

挙

を

進

め

よ

う

２
０
１
２
年　

月
の
都
知
事
及
び

１２

衆
議
院
議
員
選
挙
の
事
務
に
つ
い
て

や
す
い
状
況
を
整
え
た
ほ
か
、
誤
っ

た
投
票
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
事
務
の

流
れ
に
つ
い
て
指
導
を
徹
底
し
た
。

 
永
田
政
弘
議
員
（
政
和
）　

市
制
施 

行　

年
を
踏
ま
え
て
今
後
の
小
平
市

５０
像
を
ど
う
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
す
る
の
か
。

市
長　

平
成　

年
度
ま
で
は
第
三
次

３２

長
期
総
合
計
画
基
本
構
想
に
基
づ
き

事
業
を
実
施
し
、
そ
の
後
は
新
た
な

将
来
都
市
像
を
掲
げ
て
市
政
を
進
め

て
い
く
こ
と
に
な
る
。
超
高
齢
社
会

の
進
展
等
に
よ
り
将
来
の
長
期
的
な

予
測
は
難
し
い
が
、
安
定
的
、
継
続

的
に
市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
は

も
と
よ
り
、
市
の
担
う
べ
き
役
割
を

見
定
め
、
未
来
へ
の
希
望
を
共
有
し

な
が
ら
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

 
立
花
隆
一
議
員
（
公
明
）　

臼
コ
ミ 

ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
は
地
域
性
を
生
か
し

た
き
め
細
や
か
な
情
報
発
信
メ
デ
ィ

ア
だ
が
、
周
辺
エ
リ
ア
で
の
状
況
は
。

　

渦
高
齢
者
へ
の
情
報
伝
達
手
段
と

し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
は
有
効
な

ツ
ー
ル
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

市
長　

臼
Ｆ
Ｍ
西
東
京
を
聞
く
こ
と

が
で
き
る
範
囲
と
し
て
、
市
内
で
は

東
部
地
域
を
中
心
に
約　

％
が
カ
バ

５０

ー
さ
れ
て
い
る
。

　

渦
高
齢
者
に
と
っ
て
ラ
ジ
オ
は
比

較
的
身
近
な
情
報
機
器
で
あ
り
、
日

常
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段

と
し
て
も
有
効
と
認
識
し
て
い
る
。

 
宮
寺
賢
一
議
員
（
政
和
）　

臼
国
の 

大
胆
な
金
融
政
策
、
機
動
的
な
財
政

小
平
市
民
の
希
望
あ
る
未
来
に

つ
い
て
小
平
市
が
目
指
す
べ
き
も
の

情
報
発
信
す
る
力
と
し
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
を
活
用
で
き
な
い
か

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
と
今
後
の

小
平
市
の
財
政
運
営
に
つ
い
て

政
策
、
民
間
投
資
を
喚
起
す
る
成
長

戦
略
が
市
の
財
政
に
与
え
る
影
響
は
。

　

渦
今
後
の
公
債
費
の 
逓  
減 
に
よ
り

て
い 
げ
ん

生
じ
る
余
剰
財
源
は
、
老
朽
化
す
る

公
共
施
設
の
更
新
等
の
公
共
投
資
に

振
り
向
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

臼
直
接
的
に
は
国
の
財
政
政

策
の
受
け
皿
事
業
の
実
施
、
間
接
的

に
は
景
気
回
復
や
雇
用
情
勢
の
改
善

等
に
よ
る
税
収
の
増
が
期
待
で
き
る
。

　

渦
公
共
施
設
の
老
朽
化
へ
の
対
応

は
重
要
課
題
の
一
つ
だ
が
、
特
に
使

途
を
制
約
す
る
こ
と
な
く
、
広
く
行

政
需
要
に
的
確
に
応
え
る
た
め
の
財

源
と
し
て
活
用
し
て
い
き
た
い
。

 
堀　

浩
治
議
員
（
政
和
）　

臼
市
制 

施
行　

周
年
記
念
式
典
で
元
教
育
長

４７

が
特
別
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
る

と
思
わ
れ
て
い
た
が
さ
れ
な
か
っ
た
。

表
彰
等
審
査
会
の
審
査
前
に
表
彰
者

の
候
補
者
名
簿
か
ら
名
前
が
削
除
さ

れ
た
の
は
誰
の
指
示
で
あ
っ
た
か
。

　

渦
本
人
の
情
報
開
示
請
求
に
沿
い

非
該
当
の
理
由
を
伝
え
る
べ
き
で
は
。

市
長　

臼
現
時
点
で
の
表
彰
は
適
当

で
は
な
い
と
市
長
と
し
て
総
合
的
に

判
断
し
た
。

　

渦
個
人
情
報
保
護
条
例
の
規
定
に

基
づ
き
、
保
有
個
人
情
報
開
示
請
求

に
対
し
適
正
に
処
理
し
た
。

 
幸
田
昌
之
議
員
（
公
明
）　

臼
健
康 

福
祉
事
務
セ
ン
タ
ー
等
が
本
庁
舎
と

別
棟
で
あ
る
こ
と
の
解
決
策
は
。

　

渦
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
た
め
に
考
え
て
い
る
こ
と
は
。

市
長　

臼
受
付
業
務
に
工
夫
を
行
う

と
と
も
に
組
織
間
の
連
携
を
図
り
、

快
く
用
件
を
済
ま
せ
て
も
ら
え
る
よ

庁
内
組
織
は
、公
正
・
公
平
・
適
切
に

運

用

さ

れ

て

い

る

か

多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

う
窓
口
対
応
の
向
上
を
進
め
て
い
く
。

　

渦
市
民
と
行
政
の
接
点
と
な
る
窓

口
業
務
で
は
丁
寧
で
親
身
に
対
応
し
、

引
き
続
き
接
遇
の
向
上
に
努
め
る
と

と
も
に
、
円
滑
に
問
題
解
決
が
で
き

る
よ
う
相
談
の
充
実
等
も
検
討
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
と
と
ら
え
て
い
る
。

れ
る
人
に
対
し
て
は
声
を
か
け
る
よ

う
に
心
が
け
て
い
る
。

 
滝
口
幸
一
議
員
（
フ
ォ
）　

臼
住
居 

表
示
等
が
実
施
さ
れ
た
場
合
、
民
生

委
員
等
は
そ
れ
を
ど
う
把
握
す
る
か
。

　

渦
有
事
の
際
に
即
時
対
応
で
き
る

よ
う
民
生
委
員
等
の
担
当
者
が
変
わ

っ
た
場
合
は
迅
速
か
つ
確
実
な
引
き

継
ぎ
が
必
要
だ
が
、
現
在
は
ど
う
か
。

市
長　

臼
小
平
消
防
署
と
小
平
警
察

署
に
は
新
旧
対
照
表
等
に
よ
り
情
報

提
供
し
て
台
帳
等
を
更
新
し
て
も
ら

い
、
民
生
委
員
に
は
市
の
担
当
課
か

ら
必
要
な
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。

　

渦
民
生
委
員
に
つ
い
て
は
新
任
研

修
の
際
に
個
別
に
担
当
地
区
の
引
き

継
ぎ
を
し
て
お
り
、
小
平
消
防
署
及

び
小
平
警
察
署
で
は
組
織
の
中
で
確

実
に
行
わ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

 
末
廣　

進
議
員
（
共
産
）　

臼
指
定 

管
理
者
の
指
定
の
手
続
等
に
関
す
る

条
例
に
地
域
貢
献
の
評
価
と
地
域
で

活
動
す
る
事
業
者
を
支
援
す
る
項
目

を
追
加
す
る
必
要
が
あ
る
が
ど
う
か
。

　

渦
小
平
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
を
地
域
貢
献
の
視
点
等
か
ら
い
か

に
位
置
づ
け
て
い
る
か
。

市
長　

臼
規
定
を
追
加
す
る
予
定
は

な
い
が
、
実
績
や
地
域
雇
用
等
の
評

価
項
目
を
施
設
の
特
性
に
応
じ
て
追

加
で
き
る
仕
組
み
を
検
討
し
て
い
る
。

　

渦
長
年
培
っ
て
き
た
知
識
等
を
生

か
し
、
希
薄
に
な
っ
て
い
る
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
機
能
を
補
完
す
る
面

等
に
今
後
の
役
割
が
求
め
ら
れ
る
。

住
民
情
報
の
更
新
、
把
握
を

着
実
に
行
う
べ
き
で
あ
る

指
定
管
理
者
の
指
定
手
続
に
地
域

貢
献
の
評
価
と
地
域
協
働
の
視
点
を

 
立
花
隆
一
議
員
（
公
明
）　

臼
老
朽 

化
し
た
公
共
施
設
を
そ
の
ま
ま
建
て

か
え
て
更
新
し
た
場
合
、
今
後　

年
２０

間
で
か
か
る
費
用
は
い
く
ら
か
。

　

渦
公
共
施
設
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
対
す
る
市
の
見
解
は
。

市
長　

臼
試
算
で
は
約　

億
円
の
費

４３０

用
が
必
要
で
、
年
度
平
均
に
換
算
す

る
と
約　

億
５
千
万
円
に
な
る
。

２１

　

渦
昭
和　

年
代
以
降
の
人
口
増
加

４０

に
伴
っ
て
建
設
し
た
公
共
施
設
の
老

朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
今
後
は
既
存

施
設
の
有
効
活
用
を
含
め
施
設
サ
ー

ビ
ス
の
効
果
を
見
き
わ
め
た
施
設
配

置
や
運
営
が
必
要
と
認
識
し
て
い
る
。

※
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は

　

公
共
施
設
の
最
適
化
を
目
指
す
取

り
組
み
の
こ
と
。

公
共
施
設
の 
フ 
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ

※

ジ
メ
ン
ト
が
必
要
で
は
な
い
か 健康福祉事務センター

公共
　施設


